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RFIDを用いたアウェアネス情報共有システムの開発と適用

黒田淳平†　　吉野　孝‡　　宗森　純‡

状況の自動判断機能を備え，RFIDを用いたアウェアネス情報共有システムを開発した．本
システムは，グループメンバーの状況・状態情報をグループ全員で共有するシステムである．
携帯電話やPDA といった携帯端末と連携することで，様々な場所での情報共有が可能で，
RFIDを用いて存在情報も共有出来る．今回，本システムを使用し，RFID有りの実験を１０日
間，RFID無しの実験を１０日間行った．実験の結果から，RFIDによる存在情報を知ること
と，外部でも情報共有が出来ることが有効であることが分かった．また，今後，新しい情報の
表示方法，利用者にシステムの利用を促す方法について検討する必要があることが分かった．

Development and Application of Awareness Information Sharing
System using RFID

Jumpei Kuroda† , Takashi Yoshino‡ and Jun Munemori‡

We have developed an awareness information sharing system including automatic awareness report-
ing functions using RFID. The system can share the information of all group members, such as their
situations and states. We can share information in various places by using cellular phones and PDAs,
and we can share existential information by using RFID. We had experimented the system with RFID for
ten days and without RFID for ten days. The results of the experiments showed that the system was
effective to know existential information. The information sharing at the outside of our laboratory was
effective. We found that it was necessary to develop a new display method of information and the method
forcing us to use the system.

１．はじめに

近年，メール，チャット，インスタントメッセー
ジなどが普及し，遠隔地間でのコミュニケーショ
ンや協調作業が増加している[1]-[4]．しかし，それ
らのシステムは，相手がそのシステムを使用して
いるかを知ることは可能だが，状況・状態を示す
項目が少なく相手がどのような状況・状態である
かを詳しく知ることは出来ない．そのため，相手
の現在の状況・状態といったアウェアネス情報を
考えず，コミュニケーションをとっていることに
なる．なお，本研究では，状況は外面的な様子（何
をしているか，どこにいるか），状態は内面的な様
子とする．相手の現在情報を知ることは重要だと
考えられる．現在，様々なアウェアネスコミュニ
ケーションについてのサービスやシステムがある．
NTT DoCoMoの「見るトモ」[5]やKDDIの「Team

Factory」[6]といった携帯電話を使ったサービスが
あるが，同じ通信事業者の携帯電話が必要という
制限がある場合もあり，表示される情報も少ない．
また，会社などで使われる「e-office」[7]や「Office
Walker」[8]といったアウェアネスコミュニケー
ションを支援するシステムがある．しかし，それ
らは使用場所が限定されている．さらに，携帯電
話やPDA等も使える「BROADNETBOXER」[9]と
いったサービスもある．しかし，これらのシステ
ムはPC上でなければチャットなどのシステムは
使えず，使用場所が限定されたり，現在状況を知
らせる機能がついていても自己申告制で，状況・
状態の項目が少ないといった問題点があげられる．
これまで，状況・状態といったアウェアネス情報

がコミュニケーションに必要になると考え，情報
共有システムを開発してきた[10]-[12]．今回は，存
在情報を共有するためにRFIDを用いたアウェア
ネス情報共有システムを開発した．本システムは，
グループメンバーの状況・状態情報をグループ全
員で共有するシステムである．また，携帯電話や
PDA等の携帯端末とWebとの連携をとることで
様々な場所にいても情報共有が可能である．状
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況・状態情報は，基本的には自己申告であるが，
RFIDによる在室判断と特定の状況の自動判断を出
来るようにしている．本報告では、RFIDを用いた
アウェアネス情報共有システムの開発およびその
適用の結果について述べる．

２．アウェアネス情報共有システム

２．１　設計方針
本システムの設計方針を以下に示す．

（１）多種の情報機器の使用による情報共有
利用者が研究室にいる場合，利用者はＰＣ上で

本システムを使用する．利用者が研究室の外にい
るときは携帯電話やPDAといった情報機器を使
い，本システムを使用する．
（２）状況の自動判断

本システムを使用する際，利用者は自身のア
ウェアネス情報を自己申告しなければならない．
そのために情報の送信を忘れることがある．そこ
で，状況の自動判断が必要であると考えた．また，
RFID（RF Code,Inc）を使用することで研究室に
存在しているかどうかを自動判断する．

２．２　システム構成
本システムは，REALbasic4.5(REAL Software)

で作成されており，携帯電話，PDA，Webから送
られてきた情報を処理するためのサーバシステム
と利用者が使用するクライアントシステムからな
るシステムである．また，WWWサーバとして，
Quid Pro Quo2.1（Social Engineering）を用いた．
RFIDを読みとるために，スパイダーⅢAリーダー
（RF Code,Inc）を使用している．システムの概念
図を図１に示す．本システムは，ＰＣ（Macintosh
（Apple Computer.））と携帯電話，PHSカード
（AirH” AH-N401C, NEC）を装着したPDA（CLIE
PEG-NX70V, ソニー）とＰＣ上のWebブラウザを
使用する．利用者が研究室にいるときはＰＣを使
用し，研究室の外では携帯電話，PDA，Webブラ
ウザを使用する．PDAを使用するときは本研究室
で開発している「暇々手帳」[13]を使用する．
ユーザは本システムをＰＣ上で使用していると

きは共有している情報を文字だけで表示している
全体表示，状態をアイコンで表示している個人表
示を学年毎に選択して見ることが出来る．しかし，
携帯電話やPDAでは画面が制限されるため画面を
スクロール出来るようにしている．図２，図３，図
４，図５にＰＣ上，携帯電話，PDA，ＰＣ上での

Webブラウザの情報共有画面をそれぞれ示す．

２．３　システムの機能
本システムの主な機能を以下に示す．

（１）状況･状態情報の共有
本システムでは，利用者は状況・状態情報を自己

申告する．送信した情報はサーバに送信され，
サーバでＰＣ，携帯電話，PDA，Web毎に表示出
来るように処理する．また，サーバに送られた情
報はグループメンバー全員が共有することができ
る．共有されている情報は図２のように文字によ
る一覧表示や，学年ごとに分けた表示をしている．
また，図６のように個人毎に分けた表示もしてい
る．個人毎の表示の場合は現在状態はアイコンに
よって表示される．テキスト表示だけでなく，イ
メージ表示も行い，より状態を確認しやすくする
ためである．
利用者は研究室だけでなく研究室外でも情報共

有システムを使用することが出来る．研究室にい
るときはＰＣ上でシステムを使用する．研究室外
にいるときは携帯電話やPDAといった情報機器で
システムを使用する．システムを使用出来ないＰ
Ｃの場合は，Webブラウザを使用してシステムを
使用することが出来る．サーバは，これに接続し
ているＰＣには自動的にグループメンバーの情報
を送信する．しかし，携帯電話やPDAを使用する
場合，利用者はサーバにアクセスしてグループメ
ンバーの情報を確認しなければならない．本シス
テムで共有する情報は，在室情報，入退室時間，現
在状況，現在状態，現在場所，情報更新時間，使
用アプリケーションである．情報を送信する際の
項目はあらかじめいくつか用意しており，それに
合わない場合は自分で入力して送信することが出
来る．

図１　システム概念図
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（２）状況の自動判断機能
通常，自分の状況は自己申告する．しかし，PC

がある特定の使用状況になるか，使用者が特定の
状況になると自動的にその状況を判断する．自動
的に判断された状況の情報は自己申告と同じよう
にサーバに送信される．次に，自動判断機能を示
す．
（a）RFIDによる在室情報と入退室の自動判断

RFIDを使用し，利用者が研究室に存在している
かどうかと，利用者の入退室時間とを自動判断す
る機能である．利用者は常にRFIDタグを携帯して
いる．研究室にRFIDタグを読みとるリーダーを設
置し，利用者が研究室に入ってきた場合，利用者
の持っているRFIDタグを感知する．リーダーには
あらかじめ利用者が携帯しているRFIDタグの ID
を登録しており，登録しているIDがリーダーの読
みとり範囲に存在するかを感知するようにしてい
る．本システムで使用しているRFIDタグは，RFID
タグ自身が７秒間隔で電波を発するものである．
そのため，リーダーの読みとり範囲にRFIDタグが
存在していても，感知出来ない場合もある．また，
利用者がRFIDタグを鞄の中に置いて，その鞄自体
を机の下に置くなどをする場合もあり，感知しに
くい状況になる場合もある．そこで，１秒間隔で
リーダーに登録しているRFIDタグを感知するコ
マンドを送り，３０秒を１セットとし，利用者の
携帯しているRFIDタグの存在を判断する方法を
取った．３０秒間で３０回中１回でもRFIDタグが
反応していれば利用者が研究室に存在していると
判断し，図２の情報共有画面の「存在表示」が「○」
になり，「入退室時間」に入室した時間が表示さ

図２　ＰＣ上での情報共有画面

図３　携帯電話での情報共有画面

図４　PDAでの情報共有画面

図５　Webブラウザでの情報共有画面

研究会Temp 
－63－



-4-

れ，図６の個人表示の存在表示が黄色に変わり，
現在状態アイコンが研究室に来たことを示すアイ
コンになり，現在状況が「研究室に来ました」，現
在場所が「研究室」に変わる．もし，３０回中１
回も反応がない場合，すぐに利用者が研究室にい
ないと判断せず，さらに３０秒間RFIDの反応を見
る．次の３０秒間で１回も反応がない場合，利用
者が研究室にいないと判断し，図２の情報共有画
面の「存在表示」が「×」になり，「入退室時間」
に退室した時間が表示され，図６の個人表示の存
在表示が白色に変わり，現在状態アイコンが研究
室を出たことを示すアイコンになり，現在状況が
「研究室を出ました」，現在場所が「研究室外」に
なる．
（b）マウスの動きによる状況の自動判断

マウスの動きによってユーザの状況を自動判断
する機能である．利用者のマウスが４分間動いて
いないときシステムが自動的にユーザの状況を
「暇そうです」と判断する．PCを使用する際に４
分間以上マウスが動いていないということは何も
していない状況だと考えられるためである．マウ
スが動いていないかどうかは画面上のマウスの座
標を４分間隔でとり，前回の座標と比べる．前回
の座標と同じ場合，状況が「暇そうです」だと判
断する．なお，状況が休憩中，外出中，講義中，会
議中，一時帰宅，食事中の場合は，「暇そうです」
には変化しない．これらの状況の場合，マウスが
動く可能性がないためである．また，現在の状況
が「暇そうです」で，次に座標をとり，前回と座
標が違う場合は「暇そうです」になる前の状況に
戻るようにしている．
（c）特定のアプリケーションの使用による状況の

自動判断
利用者が特定のアプリケーションを使用してい

るとそれにあわせた状況を判断する機能である．
特定のアプリケーションとは，レポート作成用ソ
フトとWeb閲覧用ソフトである．レポート作成ソ
フトの場合，「レポート中」に変わる．これは，所
属する研究室でレポートを作成する際，レポート
作成用ソフトを使用するためである．Web閲覧用
ソフトの場合，「ネット中」に変わる．
（３）コミュニケーション機能

利用者はＰＣ上の本システムでコミュニケー
ションを取ることが出来る．コミュニケーション
手段としては，チャット，個人宛メッセージ，E-

図６　個人毎の情報表示方法
mailがある．チャットは全てのメンバーに，個人
宛メッセージは直接相手に送ることが出来る．E-
mailは本システム上から送信することが出来るの
で，特別にソフトを立ち上げる必要はない．なお，
携帯電話やWebではチャットは出来ないが個人宛
メッセージを使用することが出来る．送る相手が
ＰＣ上でシステムを使用している場合は，ＰＣ上
にメッセージを表示し，ＰＣでシステムを使用し
ていない場合は，携帯電話にE-mailを送信するよ
うにしている．

３．適用実験

本システムを使用し，２０日間の適用実験を
行った．前半の１０日間はRFIDを使用し，後半の
１０日間はRFIDを使用しなかった．研究室にいる
間は被験者はＰＣを使い，研究室外にいるときは
携帯電話，PDA，Webを使用してもらった．被験
者は学生１８名，教官２名である．実験方法は以
下の通りである．
（１）情報共有システムのサーバを起動する．
（２）被験者には常にRFIDを携帯してもらう．
（３）  被験者が研究室に来たときはクライアントシ

ステムを起動する．
（４）  システム起動後は通常通りの作業を行う．
（５）被験者が研究室にいない場合は携帯電話，

PDA，Webブラウザを使用してもらう．
（６）  被験者の状況が変化した場合は自己申告して

もらう．

４．実験結果と考察
４．１　実験結果
表１に前後半の実験結果を示す．表１のアン

ケートの評価は５段階評価である（１：非常に悪
い，２：悪い，３：普通，４：良い，５：非常に
よい）．また，アンケートの記述内容を以下に示
す．（[a]は前半，[b]は後半，[c]は前後半共通）
（１）どの情報を最初に確認しますか？
　・在室情報[a]

研究会Temp 
－64－



-5-

　・家にいて暇なときにみんなの情報が見れるの
　はおもしろい．[c]

　・互いの情報を確認させる機能が必要．[c]
　・遊び的要素があればもっと利用が増える．[c]

４．２　考察
本システムは，グループメンバーの現在状況や

情報を知るのに有効だったと考えられる．表１の
質問項目５～８とアンケートの記述内容（６）と
から，RFIDを使用し存在情報を共有することは有
効的であったと考えられる．また，表１の質問項
目６，８より研究室外で情報共有は評価が高い事
が分かった（4.1，4.2）．また，表１の質問項目９
と記述内容（３）より現在共有している情報程度
であればさほど抵抗が無く情報を送信出来ること
が分かった（2.3）．しかし，今後下記の点につい
て工夫が必要であることが分かった．
（１）情報更新時間は分かるが，特定の人の情報が

更新された事を伝える工夫が必要である．
（２）情報の項目ごとに公開，非公開を設定出来る

ような工夫が必要である．

５．関連研究との比較

本システムと，「e-office」，「Office Walker」，
「BROADNETBOXER」，「MNS Messenger」[17]，
「見るトモ」，「Team Factory」との機能比較を行っ
た．表２に機能の比較を示す．「e-office」は，メ
ディア空間による分散勤務者のコミュニケーショ
ンを支援するシステムである．「Office Walker」
は，オフィスにおいてビデオ画像を使用し，イン
フォーマルコミュニケーションを支援するシステ
ムである．「BROADNETBOXER」は，ＰＣだけで
なく携帯電話やPDAも使え，グループ間でスケ
ジュール管理が出来るシステムである．「MSN

　・入退室時間[a]
　・場所[b]
　・メッセージ[c]
（２）どのような時に本システムを利用したか？
　・研究室外で暇なとき[c]
　・電車の中（通学中）[c]
　・学校に行く前[c]
　・研究室に先生（先輩）がいるか知りたい時[c]
（３）自分の情報を公開することをどう思うか？
　・現在ある項目なら特に何も思わない[c]
　・送りたいときにしか情報を送らないので抵抗
　感はない[c]

　・出すことに抵抗はないが出す行為が面倒[c]
　・研究室に行かない日は出しづらい[c]
　・プライベートの時は送りにくい[c]
（４）知られたくない（出しにくい）情報は？
　・感情[c]
　・使用アプリケーション[c]
　・場所[c]
　・何をしているか[c]
　・私的な予定（プライベート情報）[c]
（５）出しやすい情報は？
　・大まかな情報[c]
　・メッセージ[c]
　・気分[c]
（６）システムを使用しての感想
　・存在情報があると他の項目があいまいでも研
　究室にいる人の事は分かりやすい．[a]

　・存在情報が一番役に立った．[a]
　・存在情報は役に立つがいないときにその人が
　研究室にくるかどうかも知りたい．[a]

　・存在情報がないと他の項目からどこで何をし
　ているかを想像する必要があった．[b]

表１　実験結果

前半（RFID有） 後半（RFID無）

1. システムを使用して特定の人の状況が分かりましたか？ (PC上) 3.8 3.6

2. システムを使用して特定の人の状況が分かりましたか？ (携帯電話，PDA，Webブラウザ) 3.7 3.5

3. 情報共有画面が分かりやすかったですか？ (PC上) 3.4 3.4

4. 情報共有画面が分かりやすかったですか？  (携帯電話，PDA，Webブラウザ) 3.3 3.3

5. 他のメンバーの情報を得るに役立ちましたか？ 4.1 3.7

6.外部から研究室にいる人の状況（存在や何をしているか）が分かりましたか？ 4.1 3.5

7. RFIDによる存在情報は役に立ちましたか？ 4.4 -

8. 携帯電話，PDAを使って外部からの情報確認は役に立ちましたか？ 4.2 3.9

9. 自分の情報を送信することに抵抗はありましたか？（１：とてもない，５：とてもある） 2.3 2.3

10.共有していた情報は十分でしたか？ 4.0 3.6

評価
質問項目
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*1ＰＣ上のシステムを支援する機能　*2 RFIDによる在室判断も含む
*3 最大300名（5～300名が使える）[15]，[16]　 *4 動画像通信の場合，チャットの場合は複数可
*5 チャット入力をしているかどうかのみ表示　*6 自分で名前を変更することで状態を表示する

表２　他システムとの機能比較

Messenger」は，ＰＣとインターネットを利用し，
コミュニケーションを取るシステムである．「見る
トモ」と「Team Factory」は，携帯電話を使用し
たサービスである．
本システムは，場所を特定せず使用出来る．「e-

office」と「Office Walker」は，オフィスだけで使
用する．「MSN Messenger」は，ネットワークに
接続されているＰＣで使用することが出来る．「見
るトモ」，「Team Factory」は，携帯電話のみで使
用可能である．他のシステムは，状況・状態は自己
申告制であるが，本システムは，使用アプリケー
ションの判断，状況の自動判断（RFIDによる在室
情報の判断も含む）といった特徴を備えている．

６．まとめ

今回，RFIDを用いたアウェアネス情報共有シス
テムを開発し，適用実験を行った．実験の結果を
以下に示す．
（１）本システムは状況･状態といったアウェアネ

ス情報を共有するのに有効だった．
（２）情報確認のさい，在室情報をまず確認するな

どRFIDを使い在室情報を共有したシステムは
有効だった．

（３）研究室外でも情報共有出来ることは評価が高
かった．

（４）現在ある情報の項目ならば，抵抗なく情報を
送信できるが，項目ごとに公開，非公開を設定
出来るようにする必要がある．

今後，現在共有している情報以外に有効な情報
について検討を行い，システムの利用を促す方法，
情報の公開方法，表示方法の改良を行う予定であ
る．
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